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この器具を使用する前に、必ず説明書をお読みになり、安全上の
注意事項を充分にご理解ください。

安全に関する事項は、本説明書の｢安全上の注意｣または器具本体に

貼付しているラベルの と のマークによって

特に注意を引くように表示しています。

誤って使用しますと、事故により使用者が重傷を負う
危険があります。

誤って使用しますと、使用者が障害を受けたり物的損害
の発生が想定されます。

マークの内容を厳守し、安全・快適にご使用
ください。

＜例＞
● 火災のおそれあり
器具を布や紙等の可燃物で覆ったり、火気近傍への取付禁止。

● 落下して怪我のおそれあり
カバーや配線の取付は指定通り確実に行うこと。
また、取扱は必ず丁寧に行うこと。

● 落下して怪我（感電・火災）のおそれあり
指定方向以外での取付禁止。

この器具は、一般通常環境の屋外防雨形壁面取付器具です。
下記の使用環境・条件では、使用しないでください。
落下・感電・火災の原因になります。

● 一般通常環境以外の所 ● 浴室

● サウナ風呂 ● 湿気の多いところ

使用環境に適応するか否かの判断が困難な場合は、
お問い合わせください。

交流電源をご使用ください。また、電源周波数は器具
銘板に従って正しくご使用ください。
感電・火災の原因になります。
( インバーターおよび白熱灯器具は 50Hz60Hz 共用です。)

電源電圧は、器具銘板または本説明書に記載されている
電圧±6％以内でご使用ください。ランプ寿命が短くなる
ほか、部品が加熱し感電・火災の原因になります。

三相四線、単層三線式の配線下で使用する場合は、負荷の
バランスをとり、ブレーカーは中性線が他相線路より後に
遮断される仕様のものをご使用ください。
焼損の原因になります。

火気等の近くでは、使用しないでください。
落下・感電・焼損の原因になります。

取り付けの際は、器具各部にヒビ・割れ・カケなどの
異常がないことを確認の上ご使用ください。
落下の原因になります。

器具本体表示または本説明書に従って施工して
ください。落下・感電・火災の原因になります。

屋内配線は、本説明書に従って確実に接続してください。
接触不良により感電焼損の原因になります。

配線部品を使用する場合は、破損していないことを
確認のうえ使用してください。

取付方向は、器具本体表示または本説明書に従って
正しく施工してください。感電・火災・ケガの原因に
なります。

木ネジによる器具取付は下記のように行ってください。
誤った施工をしますと、落下の原因になります。

● 取付部の強度が弱い場合は、補強材で補強してください。

● 取付部、補強材へのネジ埋め込み寸法は、20mm以上となる
　 ように取り付けてください。

● 取付部、補強部の材質は、杉またはこれと同等以上の強度を
　 有するものをご使用ください。

● 器具は補強材の板目、柾目面に取り付けてください。

● すでに使用されたネジ穴の再利用はしないでください。

器具の改造、部品の変更は行わないでください。
落下・感電・火災の原因になります。

濡れた手で器具を操作しないでください。
感電、故障の原因になります。

カバー、グローブ、枠、飾りなどの着脱は、器具本体表示
または本説明書に従って確実に行ってください。
落下の原因となります。

電気工事が必要な場合は、電気設備の技術基準に従って
有資格者が行ってください。
一般の方の工事は法律で禁止されています。

器具銘板と梱包ケース、および本説明書の品番が
一致しているか確認してください。

器具取付面は、ベースパッキンの大きさ以上の平らな
面に仕上げてください。感電、火災の原因になります。

器具・部品の取付状態および点灯状態に異常がないこと
を確認の上ご使用ください。
落下、感電、破損の原因になります。

器具、部品の取扱は丁寧に行ってください。
落下、破損の原因になります。

ランプの取扱は丁寧に行ってください。特に着脱の際は、
ランプホルダーやランプ支持バネなどで強く弾かないで
ください。ランプの落下、破裂、破損の原因になります。

ランプをソケットに装着する際は、器具本体表示または
本説明書に従って、確実に行ってください。
焼損、不点灯の原因になります。

　　　照明器具には寿命があり、照明器具の取替え時期の
　　　目安は、通常の使用状態においては、
　　　約 8年から 10 年です。
外観に以上がなくても内部の劣化が進行しています。
点検、交換をお勧めします。器具本体表示または本説明書に
従って、6ヶ月に 1回定期的に保守、点検を行ってください。
また、3～ 5年に 1回は有資格者に点検を依頼してください。
点検を行わずに長時間使用しますと、まれに発煙、発火、
感電などに至る恐れがあります。一般的な使用条件に比べて
周囲温度が高い場合、点灯時間が長い場合は、寿命が短く
なります。使用条件は周囲温度 30℃、1日 10 時間点灯、
年間 3000 時間点灯。(JIS C8105-1 解説による )

器具、ランプの汚れは、乾いた布などで拭き取って
ください。水洗いをしますと、感電、故障の原因に
なります。

sora お客様へ使用上のご注意 保存用

工事店・電器店様へのお願い

この取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。

はじめに

用　　語

保　　管

廃　　棄
安全上のご注意

点灯中や消灯直後のランプや器具は高温になっていますの
で、手を触れないでください。火傷の原因になります。

部品交換の際は、器具本体表示または本説明書に記載
されたもの以外は、使用しないでください。
落下、感電、火災の原因になります。

黒化したり、チラツキがでたランプは、新しいものと
交換してください。破損の原因になります。

器具に他の荷重をかけないでください。
落下、感電、焼損の原因になります。

器具を布や紙などの可燃物で覆わないでください。
また、燃えやすい物を近づけたり異物を差し込んだり
しなでください。落下、感電、火災の原因になります。

安全機械が付加されている場合は、必ず使用してください。
落下、感電、火災の原因になります。

ランプ交換やお手入れの際は、電源を切ってください。
感電の原因になります。

煙、臭いなどの異常を感じたら、すぐに電源を切って
ください。感電、火災の原因になります。
工事店、お買い上げの販売店までご相談ください。

一般通常環境

下記のような場所を除いた環境をさします。

1、周囲温度 20±15℃を超える場所
2、粉じんが多い場所、振動が激しい場所、水中、機械、家具内。
3、可燃性ガス、腐食性ガスなどの発生する場所。
　　( 炭鉱内、海岸地区、温泉地区、重工業地区など )
4、器具取付面に結露が発生する場所、手術室などの無菌室。

保管の場所は下記の要領で行ってください。

● 購入時と同じ状態で梱包してください。
● 梱包ケースは、ケース表示に従い、正しい方向で保管してください。
● 梱包ケースの上に物を置かないでください。
● 梱包ケースには局部的な外圧をかけないでください。
● 常温、常湿で保管してください。

使用済みの照明器具は、所轄の地方自治体が定めた方法に基づき、
適正に処理してください。
尚、廃棄の際はケガをしないようにご注意ください。

販売元
お問い合わせ窓口

セキスイエクステリア株式会社　資材営業部

〒162-0842

東京都新宿区揚場町 1-21 飯田橋増本ビル 7F
TEL 03-6685-7070   FAX 03-6685-7075



ステンレス製品のお手入れ方法

使用上のご注意

販売元
お問い合わせ窓口

日常的なお手入れ方法

● 末永くご使用いただくために、日常的に (3 ヵ月～ 6ヵ月に一度 ) お手入れをお願いします。

● 設置環境によりましてはボックス表面に白い斑点状のシミができることがあります。
※この時は市販のサビ取り剤 ( 研磨剤無し ) で軽くこすってください。

ステンレス製品ご使用上のご注意

1 2 3 4
柔らかい布に中性
洗剤を含ませて丁寧に
拭いてください。

表面を濡れた布で
洗剤が残らないように
拭き取ってください。

表面に専用ワックス
( ボディー用 ) を
塗ってください。

乾いた布で表面を
拭き取ってください。

■ ステンレスについて

■ ステンレスのお手入れ

ステンレスの表面はクロムと空気中の酸素が結合し薄い皮膜が表面を保護しているため錆びにくい
構造となっております。しかし、埃、塵、鉄粉などが表面に付着したまま放置すると皮膜の再生が
妨害され錆が発生します。
ステンレスの輝きを保つためには埃、塵、鉄粉などをすばやく取り除くことが必要となります。

前述しましたような日常的なお手入れをお願い致します。
ひどい汚れや錆が付いてしまった時は、市販のステンレス用クリーナーや錆取り剤を使用して
丁寧に拭き取ってください。

● 金属たわしや研磨剤入り洗剤はステンレスの表面が傷ついてしまう原因になります。
● 塩素入り洗剤、タイル洗浄剤、苛性ソーダは使用しないで下さい。
● 拭き取り方法はステンレスヘアラインの目に沿って行ってください。

セキスイエクステリア株式会社　資材営業部

〒162-0842

東京都新宿区揚場町 1-21 飯田橋増本ビル 7F
TEL 03-6685-7070   FAX 03-6685-7075

ご注意
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